
 

 

 

習志野市新清掃工場建設事業に係る環境影響評価準備書に対する 

環境の保全の見地からの意見 

 

【総論】 

１ 事業の実施にあたっては、環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）に記載

されている環境保全措置を確実に実行するとともに、環境保全対策に関する最善の

利用可能技術を導入するなど、より一層の環境影響の低減に努めること。 

２ 市民による環境影響評価に関する情報アクセスの利便性の向上及び事業に対す

る理解の促進の観点から、環境影響評価図書については、縦覧終了後もインターネ

ットでの継続公表に努めること。 

 

【各論】 

１ 大気質 

（１）既存施設の解体にあたっては、石綿及びダイオキシン類等の除去について飛散・

漏えいの防止対策の徹底を図るとともに、具体的な方法を環境影響評価書（以下

「評価書」という。）において明らかにすること。 

（２）煙突の位置及び出口周辺の形状については、準備書における予測の条件（周辺

建屋との関係を含む。）が順守されるような詳細設計を行うこと。 

 

２ 生態系 

（１）緑地における植栽について、チョウゲンボウの生息や周辺の公園との連続性に

配慮した計画となるよう努めること。 

（２）監視計画において、施工時にはチョウゲンボウに係る代替巣の利用状況及び繁

殖状況について調査をすることになっているが、供用時においても他の鳥類も含

め生息状況について把握するよう努めること。 

 

３ 残土・廃棄物 

（１）既存施設の解体時に特別管理産業廃棄物やフロンが発生することが想定される

場合は、処理方法について評価書に記載すること。 

（２）場外に搬出する残土及び廃棄物について、適正処理の確保の観点から、事後調

査の項目に追加すること。 

資料４ 


